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湿地復元手法に関する研究
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近年，集中豪雨による水害が多発し，日本における河川構造物による治水が限界に至るところだと考え

られ，今後の治水・利水・環境保全のため，新たな治水施策が期待されている．また日本全国の休耕地・耕

作放棄地が年々増加している．海外では，治水戦略の一環として，河川氾濫原付近の耕作放棄農地を元の

湿地に戻す成功例が多く，その経験と知恵を日本の治水に取り入れる価値があると考える．また国内にお

いては治水事業としての湿地復元の先進事例として新潟県福島潟がある．今後日本における流域治水を計

画する際に湿地復元を一つの方策として広められると考え，本研究は日本および海外各国の湿地復元事業

を調査し，湿地復元データベースの作成及び分析により，各湿地タイプに対する一般的な復元手法とその

手法から予測できる結果の関係を明らかにした．

Key Words：湿地復元，海外事例，耕作放棄地，福島潟 

1． 研究の背景と目的

(1) 研究の背景

 日本社会の人口減少，少子高齢化，都市集中が進

んでいるとともに，土地持ち非農家が増加し，かつ

1970 年代から始まった減反政策の結果として，日本

全国の休耕地・耕作放棄地が年々増加している 1)．

農業環境技術研究所より，休耕地・耕作放棄地の植

生遷移方向は水管理のやり方や土壌の乾湿が大きく

作用し，湿地植生の代替生息地として活用できる可

能性が指摘されている 2)．一方，日本国内だけでな

く，20 世紀以後ヨーロッパ諸国，米国などの先進国

でも耕作放棄地が増え，その解決策として，耕作放

棄した農地を元の湿地に戻し，特に治水戦略の一環

として，河川氾濫原に近い農地を耕作せずに河川に

戻すことが推奨されている 3)． 

氾濫原付近の休耕地・耕作放棄地を川・湿地に戻

すことより，景観の向上，生物多様性の保全，環境

保全などの氾濫原湿地の機能が果たされるだけでな

く，洪水時における氾濫原湿地の貯水機能により，

洪水のピーク流量を低減することができ，いわゆる

氾濫許容型治水の効果が期待される 4)．一方，日本

では，こうした農地を湿地に戻した氾濫許容型治水

の例が少なく，治水政策と治水事業は堤防，護岸，

ダム，放水路などの施設の整備が中心であり，特に

都市部河川の氾濫原は堤防などに守られているため，

すでに住宅地などに開発された場合が多い 5)．しか

し，近年集中豪雨による水害が多発し，特に令和元

年台風第 19 号による関東地方や甲信地方、東北地方

の被害が大きく，河川堤防の決壊，溢水・越水氾濫，

また今年 7 月の九州豪雨による土砂崩れ，氾濫など

の水害が確認され，日本では，河川構造物による治

水の限界が認識されている． 

平成 9 年河川法の改正より，「治水」，「利水」に，

「河川環境」（水質，景観，生態系）が整備目的に加

えられて，多自然川づくりなども進んでいるが，さ

らに氾濫原湿地の造成を加えておく必要がある 6）．

さらに，国土交通省は令和 2 年 7 月豪雨による水害

の経験を踏まえ，洪水を河道から計画的に溢れさせ

て制御する流域治水プロジェクトに取り組んでいる．

そのため，今後は河川管理及び治水政策として，休

耕地・耕作放棄地を湿地に復元することで氾濫許容

型治水を日本国内に広める可能性を検討する価値が

あると考える．すでに日本国内では治水事業により

農地を湿地に復元した成功例として福島潟河川改修

事業があり，また海外諸国にも多数の事例がある．

これらの経験と知恵を日本の治水戦略に取り入れる

ことが期待される． 

(2) 研究の目的

本研究は日本及び中国，アメリカ，ヨーロッパな

どの海外諸国における湿地復元事例の基礎情報（湿

地タイプ，時間，規模，事業費，工期など）および

成功に至る要因(湿地政策，土地条件，関係者，方法

手段，成果など)を整理し，湿地復元データベースを
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作成する．またその分析により，湿地タイプとそれ

による共通的な問題，各湿地タイプに対する一般的

な復元手法とその手法から予測できる結果の関係を

明らかにすることを目的とする．  

2． 既存研究の整理と本研究の位置づけ 

(1) 既存研究の整理

本研究に関する既存研究を以下のように整理した． 
a) 氾濫許容型治水に関する研究

末次 7）は，氾濫許容型治水方式を実践してきた地

域の事例を収集，分析し，治水施設の整備は治水安

全度を向上させる一方，経年的に水害を許容しなく

なり，水害に脆弱な土地利用と住民意識を醸造させ，

治水施策を地域住民に理解してもらい，氾濫許容者

への代償策などを検討することが必要であることを

提示している． 

b) 湿地復元に関する研究

田開 8）は，水田ビオトープ事業を事例に，質的調

査法を用いて実践者が生息地保全を自身の生活や問

題意識へと位置づけ，湿地再生へと繋げ実行してい

くことを検討した．調査の結果として，ビオトープ

事業が実践者個別の多様な問題意識のなか進められ，

行政側は包括的かつ総合的な視点から様々な取組を

推進する必要があることを明らかにした。 

国分ら 9）は，現場実証試験，トゥルーカラー画像

解析，文献調査などの手法を用いて，過去に干潟で

あった沿岸休耕地を干潟に再生する現場実証試験を

実施し，海水導入前後の底質と底生生物の変化につ

いて整理した．その結果として，英虞湾水田干拓に

より，70％以上の干潟が消失し，そのうちの 85％以

上が休耕地となったことを明らかにした． 

c) 福島潟湿地に関する研究

斎藤 11）は，福島潟の潟湖の歴史，地理，生態系，

潟の利用，干拓への動因などを明らかにした． 

 渡邉 12）は，文献調査，現地調査，ヒアリング調査

などの調査手法を用いて，福島潟の物理的環境の整

備経緯及び維持管理の現状及び多様な主体による活

動の実態の把握を通じて福島潟という場所を介する

経験の全体像を明らかにした． 

d) 海外河川管理・湿地復元に関する研究

中村 13）は，ヨーロッパ(スイス，ドイツ，オラン

グ，オーストリア，デンマークなど)及びアメリカ，

オーストラリア，韓国，中国，日本の河川復元事業

を整理し，世界の河川復元(自然再生)の現状と課題

を明らかにした． 

 山田 5）は，英国における洪水防御事業及び新しい

治水戦略と氾濫原開発規制について調査し，日本と

英国における治水政策の評価，治水政策の展開にお

ける日本と英国の比較をした． 

 関 4）は，アメリカの河川管理政策について調査し，

全米洪水保険制度及びバイアウトプログラム，湿地

の復元が三つのポイントであることを明らかにして，

洪水保険制度，農地を本来の湿地に戻す氾濫原管理

など，これからの日本の河川管理に有益となる情報

を収集した． 

(2) 本研究の位置づけ

 前述の各既存研究を踏まえて，今後の河川管理及

び治水政策の一環としての湿地復元に取り組むこと

が可能だと考える．しかし，日本での湿地復元事業

は比較的に少なく，海外の湿地復元を幅広く把握し

た研究も少なく，本研究は世界範囲での湿地復元に

関する情報を収集整理しデータベース化したことが

特徴である．

3． 情報収集の方法と湿地復元データベース 

(1) 情報収集の方法

本研究の事例収集の方法と流れは表-1 に示すよ

うに，日本，中国，アメリカ，ヨーロッパにおける

湿地の状況及び湿地政策を把握した上，各国の制度

を基に国家レベルで重視された湿地を対象として，

関連公式サイトなどの情報により，復元事業が行わ

れた湿地をリストアップした．さらに事業のパンフ

レット，報告書，マスタープランなどにより，情報

量が高い湿地の基礎情報及び事業に関する情報を整

理し，論文やニュースなどにより，事業の成果や評

価を把握した． 

表-1 事例収集の方法と流れ 

表-2 湿地復元データベースの情報項目 

州 国 行政区域 面積 湿地タイプ 河川/水域

時間 工期 予算/事業費 主体/関係者 成果/実績 方法/手段

脅威

目的/契機

位置 基礎情報

基礎情報 評価

湿地に関する情報項目

復元事業に関する情報項目

事業名

湿地名

日本 中国 アメリカ ヨーロッパ

▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼

対象 湿地復元事業 国家重要湿地 ラムサール湿地 LIFE プログラム

▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼

事例数 6件 10件 14件 20件

情報源

各 国 に お け る 湿 地 の 状 況 と 湿 地 政 策

Ramsar
▼

USDA
EPA
▼

事業マスタープラン

国土交通省
▼

事業報告書

査 読 付 論 文 ・ 学 術 論 文 ・ 学 術 雑 誌 ・ ニ ュ ー ス

国家林業和草原局
国家公園管理局

European Commission
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表-5 各国・地域の湿地タイプと分類基準 

 

(2) 湿地復元データベース 

 以上の流れにより，日本 6 件，中国 10 件，アメリ

カ 14 件，ヨーロッパ 20 件，合計 50 件の湿地復元デ

ータベースを作成した．データベースに整理した情

報項目を表-2 に示す．リストアップした湿地及び復

元事業を表-3 に示す．  

 

4． 湿地復元データベースの分析 

(1) コーディング及びその方法 

整理した事例を表-4 に示すようにコーディング

を行い，有無チェックで表示する．コーディングの

基準と方法を以下のようになる． 

 a) 湿地の分類方法と湿地タイプ 

 国際的にラムサール条約による湿地分類システム

があるが，各国・地域が各自の湿地を管理する際に

独自の湿地分類方法を開発したことが多い（表-5）．

今回収集した各国の事例を異なる分類基準によって 

 

整理したが，表-4 に示ように，湿地の塩度（淡水・

塩性），水深（湖/池・沼），位置（沿海/海岸・河口

/三角州・氾濫原/後背湿地），植生（草原・林地），

土壌（泥炭/無機質），成因（人工/自然）といった湿

地タイプの組み合わせにより，全ての対象湿地のタ

イプが表されている． 

 b) 湿地に対する脅威/湿地復元の目的 

 Coops ら 10）の湿地に対する影響/脅威の分類を参
考に今回収集した事業の契機（湿地に対する脅威）
及び目的を化学，水文学，形態学，生物学，人間活
動といった５つの類別に分けてコーディングした． 

 c) 成果/実績/予定及び方法/手段/テクニック 

 各事例の成果と方法については，表現が明確であ

ることを前提に，類似なテキストを合併し項目をで

きる限り少ないようにコーディングした． 

 

(2) 湿地復元事例に対する全体的な分析 

 湿地タイプについては，淡水湿地が塩性湿地の 2

倍より多く，湖沼湿地における復元が最も多く，沿

海，河口湿地は氾濫原湿地より多く，植生による影

響が少ない（図-1 a)）． 

 湿地に対する脅威と事業の目的については，生物

学的な因子が最も多く，次に水文学的な因子であり，

世界中の湿地復元事業の主要目的は生物保護・生態

保全だと考える（図-1 b)）． 

 復元事業の成果については，当然のことであるが，

貯水量の向上が多く確認でき，生物の数量と種類の

増加も多く，また，水質向上と経済促進の例も少な

くない（図-1 c)）． 

 方法と手段については，維持管理に関する制度や

システムの工夫が最も見られ，次に復元に必要な土

地の買収及び除草作業が多く行われ，さらに農地の

湿地復元の例も少なくない．また，湿地復元のため

に新たに開発された技術もある（図-1 d)）． 

 各湿地タイプにおける影響の大きい因子，一般的
な復元手法と予測結果については，表-6 に示す． 

 

基準：成因

人工湿地

基準：伝統的な概念 土壌 水はけ 優勢植物 pH 位置 水源

Marsh 無機質 悪い 草 ― 三角州

河口
―

Swamp 無機質 不十分 樹木 ― 川の隣の低地 ―

Bog 泥炭
悪い

スポンジ状
蘚類

ヤチツツジ
通常酸性 ― 降雨

Fen 泥炭 ―
草

スゲ
ヨシ

アルカリ性 ― 地表水
地下水

湧水

湧水湿地

その他湿地

塩性湿地

藻場

砂浜

浅海域

サンゴ礁

マングローブ湿地

水田

休耕田

ため池

水路

日本

基準：生態系タイプ

高層湿原

中間湿原

低層湿原

雪田草原

淡水湖沼

汽水湖沼

汽水域

干潟

ヨーロッパ

近海と海岸湿地

基準：地形・地勢

河流湿地

湖

沼

…

peatlands

marine and coastal wetlands
estuaries and deltas

rivers and floodplains
lakes

freshwater marshes

man-made wetlands
 such as canals and reservoirs

運河や貯水池
などの人工湿地

海洋および沿岸湿地

河口と三角州

川と氾濫原

湖

淡水湿地

泥炭地

基準：特徴

河川

ミネラル土壌湿地

有機質土壌湿地

アメリカ

中国
自然湿地
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図-1 全体的な分析 

 

5． 日本及び海外における湿地復元事例 

(1) 日本における湿地の概要 

日本は 1980 年にラムサール条約に加入して以来，

52 ヶ所の湿地（15 万ヘクタール）を登録した 27)．  

(2) 福島潟河川改修事業 

① 対象地域・事業の概要 

福島潟は新潟市内最大の潟であり，1968（昭和 43）
年に国営福島潟干拓建設事業が始まった．その結果，

169 ヘクタールが干拓され農地となった 14）．現在、

福島潟の周囲は治水目的で堤防の造成が進み，この

堤防の一部は新潟県が買収した潟周辺の水田約 80
ヘクタールを潟に取り戻すように造られ，ヨシ原や 

表-6 各湿地タイプにおける分析 

 

休耕田を掘削し、過去に干拓した場所を再び潟とし

て復元していた 14）15）． 

② ヒアリング調査 

 新潟地域振興局地域整備部治水課に福島潟におけ

る治水事業及び河川整備の特徴についてヒアリング

調査を行った（実施時間：2020 年 8 月 20 日）．調

査の結果を以下にまとめる． 

福島潟は阿賀野川水系の二次河川新井郷川の源頭

であり，昭和 35 年から全面干拓の要望を受けて，昭

和 41 年に国営干拓に着手した．同年の下越水害及び

昭和 42 年の羽越水害のため，昭和 43 年 3 月に新井

郷川水系恒久的治水対策が立てられ，新井郷川圏域

を 4 分割し，福島潟流域については，福島潟放水路

により日本海へ排水する．恒久的治水対策の一部で

ある福島潟周辺堤の整備が内水処理の問題で未着手

であり，昭和 62 年 4 月に農水省による排水能力増

強のためのポンプの設置という要望を受けて，暫定

施設として福島潟から福島潟放水路へ排水する 200
トンポンプを設置した．次に平成 10 年の新潟・下越

豪雨による水害を受けて，同年 10 月に福島潟放水路

の整備を促進した福島潟放水路河川激甚災害対策特

別緊急事業 19），平成 15 年 2 月に恒久的施設として

の湖岸堤の整備に着手する新井郷川圏域の河川整備

計画 21）が立てられた． 

   

(2) 中国における湿地復元 

a) 中国における湿地の概要と政策 22） 

中国における湿地の総面積は国土面積の 6％を占

め，5360 万ヘクタールでアジアで最も湿地面積が大

きい国である（2017 年時点）．1992 年ラムサール条

湿地タイプ 一般的な復元手法 予測結果

順応的管理/維持管理制度/シ
ステム

送水/引水/接続/導入

貯水量/水位向上/水面拡大

鳥類数量/種類増加

生息地/繁殖地保護

水質向上

土地買収

除草/選択採伐

順応的管理/維持管理制度/シ
ステム

農産地/排水渠の復元 貯水量/水位向上/水面拡大

送水/引水/接続/導入 植物/生物保全

沿海/海岸 送水/引水/接続/導入 鳥類数量/種類増加

順応的管理/維持管理制度/シ
ステム

生息地/繁殖地保護

掘削/土壌再利用 植物/生物保全

氾濫原/後背
湿地

順応的管理/維持管理制度/シ
ステム

生息地/繁殖地保護

ダム/水門/堤防建設

土地買収

除草/選択採伐

計画的放牧

土地買収

除草/選択採伐

順応的管理/維持管理制度/シ
ステム

貯水量/水位向上/水面拡大

特定植生/生物増加

生息地/繁殖地保護

生態/環境復元

生息地/繁殖地保護生物学林地

住民参加/意識向上泥炭
水文学
形態学
生物学

生物学

化学
生物学

生息地/繁殖地保護

水文学

生物学草原

河口/三角州

貯水量/水位向上/水面拡大
生物学
水文学

湖/池

貯水量/水位向上/水面拡大

形態学
水文学
化学

沼

影響因子

生物学淡水

塩性 生物学 送水/引水/接続/導入
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約に加入して以来，ラムサール湿地に 64 ヶ所が登録

された（総面積 733 万ヘクタール）26)． 

中国の湿地政策としては，2003 年，中国における

湿地保護の中長期的な目標を明確にした「全国湿地

保護工程規画（2002-2030 年）」が策定された． 2011
年から始まった政府主導の全国湿地保護工程では，

湿地復元を主要な目標の一つとして，実費 67 億人民

元で 16 万ヘクタールの衰退湿地を回復し，約 2 万

ヘクタールの農地を湿地に復元した． 

b) 中国における湿地復元手法 

中国における湿地復元の方法は，大きく自然恢復

と人工促進の 2 種類に分けられる．自然恢復とは湿

地破壊・退化の原因となる要素を消去し，湿地の自

然の回復力で復元することであり，人工促進とは人

工的な手段で直接に湿地の回復に関与し，コントロ

ールすることで，湿地破壊が著しい場合に多用され

る．自然恢復を主に，人工促進を副次的に扱う．今

回収集した事業で用いられていた手法を表-7 に示

す．  

表-7 中国における湿地復元手法 

 

(3) アメリカにおける湿地の概要と政策 

アメリカでは，1920 年からの堤防建設により，河

川氾濫原の洪水ピーク流量を低減する機能がなくな

り，その結果氾濫原が乾燥化し，農地として利用さ

れ，水害のひとつの原因となっている．1984 年まで

にアメリカの湿地の 54％が開発または排水干拓さ

れた 4)．アメリカは 1986 年にラムサール条約に加入

して以来，41ヶ所の湿地（総面積 188万ヘクタール）

を登録した 23)．  

1985 年に湿地を新たにつぶして農地にすること

を禁止する「湿地罰則」が作られ，さらに 1990 年に

は，農地を再び湿地に復元することを目的とした湿

地復元プログラム（Wetlands Reserve Program，通称 

WRP）4)24)25)が創設された． 

 

(4) ヨーロッパにおける湿地の概要と政策 28） 
ヨーロッパにおけるラムサール条約湿地は 1000

ヶ所以上があり，世界数の半分程度を占めているが，

ヨーロッパのラムサール条約湿地の面積がかなり小

さく，世界ラムサール湿地面積総合の約一割を占め

ている（2013 年時点）29）．  

EU はヨーロッパの湿地保全プロジェクトの主要

な資金提供者である。1992 年，EU，地中海とバルト

海に隣接する特定の第三国および一部の EU 候補国

に お け る LIFE(The Financial Instrument for the 
Environment)プログラムが始まり，環境保全に関わ

るプロジェクトに協調融資を行っている．2007 年時

点までに，このプログラムは予算 16 億ユーロ以上，

約 2750 のプロジェクトに協調融資を行った． 
 

6． 結論 

本研究は日本及び海外の湿地復元事例についての

収集整理及び分析により，調査により，以下の知見

を得られた． 

 世界範囲で行われている湿地復元事業の主要的な

目的は鳥類を始めた生物保護及びその生息地の保全

である一方，河川氾濫原の保護や水害緩和などの水

文学的な目的で行われていた湿地復元も少なくない．

湿地復元事業の一つの重要な成果は湿地面積の回復

による貯水量の向上であり，湿地の貯水機能により

水害緩和対策または治水対策として復元事業が一つ

の選択肢だと考えられる． 
 各国，地域における湿地の状況と政策は大きく違

い，場合に応じて復元の手法もかなり異なるが，復

元事業が行った段階だけでなく，事業が終わった後

も持続可能な維持管理制度・システムで湿地を管理

することはほとんどの事例の成功要因である． 
 また，自然と人工の視点から見ると，自然の回復

力で復元することは中国などでは理想的であるが，

世界中の事例においては，ダム，水門，引水渠など

の河川構造物の建設，いわゆる人工的な復元手段が

今までの事業に多用されている． 
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